
地理歴史 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ○ ○ ◎

レポート ○ ○ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ◎

ノート・ファイルの記録 ◎ ◎ ○

提出物 ○ ○ ○

学期 月 内容

4 ガイダンス、近代世界からの国際世界

第２部第４章　太平洋世界の変容とその波及

5 定期テスト

6 第２部第５章　産業化社会の拡大と成熟

定期テスト

7

9 第２部第６章　アジア諸国の変貌と日本

10 第３部第７章　帝国と民族の時代 定期テスト

11

第３部第８章　二つの世界大戦の時代 定期テスト

12

1 第３部第９章　冷戦と民族独立の時代

定期テスト

学習目標
近現代史を中心に世界の歴史を理解し、人類の課題を多角的に考察することによって、歴史的思考力を培
い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

Ⅰ

評価方法

備考

学習内容 近現代史を中心とした世界の歴史を学習する。

評価の観点

①関心・意欲・態度・・・近現代史を中心とする世界史に対する関心を高め、意欲的に追及しようとする。
②思考・判断・表現・・・近現代史を中心とする世界の歴史を、日本の歴史と関連付けて、多面的・多角的に考
察し、その過程や結果を適切に表現している。
③技能・・・近現代史に関する諸資料を収集し、有用な情報を選択して、読み取りや図表表現ができる。
④知識・理解・・・近現代史についての基本的な事柄を、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、
その知識を身につけている。

近代の東アジアの情勢（中国清王朝、日本、朝
鮮半島、東南アジア）に対する理解を深める。帝
国主義下のヨーロッパとの関係性を把握し、これ
と関連づけて理解できるようにする。技術・文化
の発達と巨大化する国家など20世紀の特質を踏
まえながら、二つの世界大戦について考察する。

Ⅲ

アメリカ諸国の独立、フランス革命、産業革命、
自由主義と国民主義の進展、拡大する貿易活動
を扱い、ヨーロッパ・アメリカにおける資本主義の
確立と国民形成を理解する。
ヨーロッパ進出期のアジア諸国の状況、植民地
化、伝統文化の変容などを日本と関連付けなが
らアジア諸国の歴史を理解する。

到達目標

Ⅱ

米ソ冷戦・地域紛争など現在にいたる国際社会
問題に触れ、国際交流と協調・課題などを考察
し、自分なりに表現する。

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 世界史A

教科書
副教材

「世界史Ａ」(東京書籍)
「プロムナード世界史」(浜島書店)



地歴公民 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ○ ○ ○

レポート ○ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ◎

ノートの記録 ○ ◎ ○

提出物の内容 ○ ○

学期 月 内容

開国と維新

4 ・明治維新と対外関係の変革

近代国家の形成と発展

5 ・憲法の制定と議会の開設 中間テスト

6 ・条約改正・日清・日露戦争 期末テスト

7 ･調べ学習　明治時代の人物 レポート提出

第一次世界大戦と大正デモクラシー

9 ・第一次世界大戦

10 ・大正デモクラシー 中間テスト

･政党政治の時代

第二次世界大戦と日本 期末テスト

11 ・昭和恐慌・満州事変・軍部の台頭

12 ･調べ学習　歴史人物のゆかりの地

占領下の日本

1 ・占領政策の展開

・独立の回復 期末テスト

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 日本史A

教科書
副教材

「高校日本史Ａ」（実教出版）
「プロムナード日本史」(浜島書店)

学習目標
日本の歴史の展開を世界史的視野に立って総合的に理解する。日本の文化と伝統の特徴について知識
を深め、歴史的思考力を培い、日本人としての自覚と国際社会に主体的に生きる自覚を養う。

学習内容
我が国の歴史の展開について、特に近代社会が成立する過程を重点的に学習するとともに、課題を選択
して主体的に追究する学習を取り入れていく。

Ⅰ

評価の観点

①関心・意欲・態度・・・我が国の近現代の歴史の展開に関する課題意識を持ち、意欲的に追及し、国際
社会に生きる日本人としての責任を果たそうとする。
②思考・判断・表現・・・我が国の近現代の歴史の展開から課題を見いだし、国際環境と関連付けて多面
的・多角的に考察し、国際社会の変化を踏まえ公正に判断する。またこの過程や結果を適切に表現でき
る。
③技能・・・我が国の近現代史に関する諸資料を収集し、有用な情報を適切に選択し、読み取りや図解表
現ができる。
④知識・理解・・・日本の近現代史の展開について基本的な事柄を、国際環境と関連付けて理解し、その
知識を身につけている。

評価方法

到達目標 備考

DVD視聴・感想文提出

レポート提出･発表

図書館の書籍を利用して、選んだ人物の生き方
を学び、レポートにまとめる。

パソコンなどを利用して、人物の生き方に影響を
与えた場所を調べてまとめ、発表する。

経済の行き詰まりが更なる対外進出を招き、太
平洋戦争に突入してしまったことを理解する

Ⅲ

Ⅱ

明治政府による革新政策と明治維新について正
しく理解する

自由民権運動の目的をふまえ現在の憲法や議
会制度・選挙制度とも比較する

当時の東アジアの情勢もふまえて理解する

第一次世界大戦中の日本の対外進出からこの
戦争が日本にもたらしたことがらを理解する

日米安保条約の意味について理解する

アメリカの占領政策のねらいを理解する

護憲運動がはじまった時代背景や民衆の活発な
政治運動が時代を動かしたことを理解する



地理歴史 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ○ ○ ◎

レポート ○ ○ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ◎

ノート・ファイルの記録 ◎ ◎ ○

提出物 ○ ○ ○

学期 月 内容

4 第８章　近世ヨーロッパ世界の形成

第９章　近世ヨーロッパ世界の展開

5 第１０章　近代ヨーロッパ・アメリカ世界 定期テスト

6 第１１章　欧米における近代国民国家の発展

定期テスト

7

9 第１２章　アジア諸地域の動揺

10 定期テスト

11 第１３章　帝国主義とアジアの民族運動

12 第１４章　二つの世界大戦 定期テスト

Ⅲ 1 第１５章　冷戦と第三世界の独立 定期テスト

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

近世ヨーロッパの主権国家形成について理解す
る。

Ⅰ

教科

教科書
副教材

「詳説世界史Ｂ改訂版」(山川出版社)
「ニューステージ世界史詳覧」(浜島書店) / 「新世界史研究ノート標準編」(啓隆社)
「新世界史要点ノート標準編(啓隆社)
※教科書及び資料集、問題集、ノートは昨年度のものを継続使用

学習目標

評価の観点

２年生からの継続履修。近世・近代・現代の世界の歴史を学習する。

Ⅱ

イギリスで始まった産業革命、アメリカの独立革
命、フランス革命とナポレオン戦争について触れ、
旧体制の崩壊とナショナリズムの芽生えについて
学ぶ。

世界史Ｂ

正統主義とリベラリズムの衝突、七月革命‐二月
革命の波及によるヨーロッパの再編について理解
する。

オスマン帝国の動揺と西アジアの変容について理
解する。また周辺地域（南・東南アジア）の植民地
化について理解する。

帝国主義とは何か、それに伴い展開された「世界
分割」について理解する。またこれに対抗するアジ
アの抵抗運動について学ぶ。

二度の大戦を通じて国際社会はどのように変革さ
れたか学ぶ。
戦後の米・ソの中心の世界秩序について理解す
る。

世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、
文化の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察することにより、歴史的思考力を培い、国際
社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

①関心・意欲・態度・・・世界の歴史の枠組みと流れに関心と課題意識をもち、意欲的に追及しようとする。
②思考・判断・表現・・・世界の歴史から課題を見いだし、文化の多様性と現代の世界の特質を多角的・多
面的に考察し判断する。
③技能・・・諸資料を収集し有用な情報を選択・活用することができる。また歴史を追及する方法を身につけ
るとともに、　追求し考察した過程や結果を適切に表現する。
④知識・理解・・・世界史についての基本的事柄を、日本史と関連付けながら理解し、その知識を身につけ
る。



地歴公民 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ○ ○ ◎

レポート ○ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ◎

ノートの記録 ○ ◎ ○

提出物 ○ ○

学期 月 内容

4 幕藩体制の展開

　　～ 中間テスト

7 幕藩体制の動揺

期末テスト

9 近代国家の成立

～

11 中間テスト

11 二つの世界大戦とアジア

～

12

期末テスト

1 現代の日本と世界

期末テスト

開国から倒幕・明治維新への推移と、近代国家
建設をめざす明治政府の諸政策を理解する。
日本が初めて経験する対外戦争と、明治期の社
会経済を理解する。
封建社会から近代国家への動きと、明治期の文
化の推移、内容を理解する。

学習内容
２年次からの継続履修で、３年次では主に江戸時代から明治末までを詳しく学習する。歴史的事象につ
いての知識を身に付けるだけでなく、背景や影響を考察し理解を深める。

到達目標 備考

Ⅲ

政党政治の発展、大衆社会の特色と成立の背
景について理解する。
第一次大戦前後の対外政策の推移について理
解し、国内経済・社会への影響について考察す
る。
アジア近隣諸国との関係に着目して、日本の動
向と第二次大戦との関わりについて考察する。

Ⅱ

占領政策と諸改革、新憲法の成立、平和条約と
独立、国際交流や国際貢献の拡大などについて
理解し、国内政治や対外関係の推移について考

察する。

三大改革を中心に、動揺期へ突入する江戸幕府
の諸政策と、列強の接近による幕末社会を理解
する。
化政文化を理解する。

関ヶ原の戦い後の江戸開幕から幕藩体制安定
期まで、幕府の支配体制確立から安定期への推
移、支配制度、社会経済を理解する。
寛永期・元禄期の文化を理解する。

評価の観点

①関心・意欲・態度・・・日本史の学習に対して、歴史的事実や現象に関心をもち、意欲的にそれらを追及
する態度を身につける努力をしている。
②思考・判断・表現・・・歴史の事象や構造に問題を見いだし、分析し、総合的に考え、表現することがで
きる。
③技能・・・日本史の展開に関する諸資料を収集し、有用な情報を適切に選択できる。また古文の読み取
りから正しい理解を得て図表などにまとめることができる。
④知識・理解・・・日本史の展開について基本的な事柄を、国際環境と関連付けて総合的に理解し、その
知識を身につけている。

評価方法

Ⅰ

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 日本史Ｂ

教科書
副教材

「詳説日本史Ｂ」(山川出版社) / 「新詳日本史」(浜島書店）
「詳録新日本史史料集成」(第一学習社) / 「日本史重要語句ＣｈｅｃｋＬｉｓｔ」(啓隆社)
※教科書及び資料集、問題集は昨年度のものを継続使用

学習目標
日本の歴史の展開および文化と伝統の特徴について知識を深め、歴史的思考力を培うとともに日本人と
しての自覚と国際社会に主体的に生きる資質を養う。



地理歴史 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト ◎ ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ◎ 〇 ◎

ノート確認 ◎ ○ ○ ◎

提出物 ◎ 〇 ○ ◎

学期 月 内容

現代世界の地域区分

　現代世界の地域区分

現代世界の諸地域

　東アジア 中間テスト

　東南アジア

　南アジア

　西アジアと中央アジア

7 　北アフリカとサハラ以南のアフリカ 期末テスト

9 　ヨーロッパ

10 　ロシア

　アングロアメリカ 中間テスト

11

　ラテンアメリカ

12 　 期末テスト

Ⅲ

現代世界と日本 学年末テスト

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

※入試問題演習等によ
り受験に対応できる実
力を養成する。

教科

①関心・意欲・態度・・・世界地理の学習に対して、気候･環境や自然節理の現象に関心をもち、意欲的に
それらを追及する態度を身につける努力をしている。
②思考・判断・表現・・・現代世界で起きている様々な構造に問題を見いだし、分析し、総合的に考え、表
現することができる。
③技能・・・地理に関する諸資料を収集し、有用な情報を適切に選択できる。またグラフ値の読み取りや
時差の計算など、日常の社会にも活用できる力を身に付けている。
④知識・理解・・・地理について基本的な事柄を、国際社会と関連付けて総合的に理解し、その知識を身
に付けている。

4

地理Ｂ

Ⅱ

現代世界の地域区分について大観し、それぞれ
の特徴及び現状と課題を考察する。

5

6

1

学習目標

評価の観点

Ⅲ　現代世界の系統地理的考察（①現代世界の地域区分、②現代世界の諸地域、③現代世界と日本）

Ⅰ

２年次の学習成果（系統地理的考察）をもとに、地誌的に考察することにより、現代世界の諸地域（東アジ
ア、東南アジア、南アジア、西アジアと中央アジア、北アフリカとサハラ以南のアフリカ、ヨーロッパ、ロシ
ア、アングロアメリカ、ラテンアメリカ、オセアニア）について、地理的認識を養うとともに、地理的な見方や
考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。受験に対応できる実力を
養成する。

日本の地理的特徴及び現状と課題を認識し、将
来像について考察する。

教科書
副教材

「新詳地理Ｂ」（帝国書院） / 「新詳高等地図初訂版」（帝国書院）
「新詳地理資料COMPLETE2021」（帝国書院）、新地理要点ノート（啓隆社）
※教科書及び資料集、問題集は昨年度のものを継続使用

※入試問題演習等によ
り受験に対応できる実
力を養成する。

※入試問題演習等によ
り受験に対応できる実
力を養成する。

※入試問題演習等によ
り受験に対応できる実
力を養成する。

※入試問題演習等によ
り受験に対応できる実
力を養成する。

　オセアニア

現代世界の諸地域について地誌的に捉え、それ
ぞれの地域における特徴及び現状と課題を考察
する。　（地形と気候、民族・文化、資源と産業、
経済、他地域との結びつき等）



地理歴史 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト・確認テスト ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○ ○ ○

課題・提出物 ○ ○

学期 月 内容

4 演習①　古代世界

（オリエント、ギリシア、ローマ、インド）

5 演習②　東アジア世界（１） 定期テスト

（殷～漢、魏晋南北朝、隋、唐、宋）

6 演習③　東アジア世界（２）

（モンゴル帝国、元、明、清） 定期テスト

7 演習④　文化史演習

9 演習⑤　イスラーム世界

（イスラーム形成・分裂・発展）

10 演習⑥　ヨーロッパ世界（１） 定期テスト

（中世～近世の東西ヨーロッパ）

11 演習⑦　ヨーロッパ世界（２）

（近現代、帝国主義と二つの

12 　　　　　　　　世界大戦の勃発） 定期テスト

1 演習⑧　現代史

（現代の国際世界情勢） 定期テスト

戦後史の総復習

文化史に特化し、横断的に諸地域の文化について確認

イスラーム史の総復習

ヨーロッパ史の総復習

近現代史の総復習

古代世界の総復習

古代中国史（紀元前～12世紀）の総復習

中国史（13～19世紀）の総復習

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

学習内容 問題演習とその解説を行う。基礎演習では主に、各国史などの「タテ」の世界史を扱う。

評価の観点

①関心・意欲・態度…既習事項の反復演習を積極的に行い、知識定着のために努力できる。
②思考・判断・表現…一つの歴史的事象からでも、様々な角度から問い方が生まれることを判断できる。
③技能…設問の意図や要求を正しく汲み取ることができる。またグラフや地図･史料を正確に読み取り、
答えを導き出すことができる。
④知識・理解…2年次からの既習事項を正しく理解し，活用することができる。

評価方法

到達目標 備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 世界史Ｂ基礎演習

教科書
副教材

「詳説世界史Ｂ改訂版」(山川出版社) / 「ニューステージ世界史詳覧」(浜島書店)
問題演習用プリントなど
※教科書及び資料集は昨年度の「世界史Ｂ」で使用したものを継続使用

学習目標
世界史Ｂを受験科目とする生徒を対象。世界史の流れと個々の事象に対する理解をより深め、センター
試験および私大入試に対応できる実力を身に付ける。



地歴公民 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト・確認テスト ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ○ ○ ○

課題・提出物 ○ ○ ○

学期 月 内容

第一次世界大戦と大正デモクラシー

4 第一次大戦

5 大正デモクラシー 中間テスト

6・７ 政党政治の時代

期末テスト

第二次世界大戦と日本

9 恐慌の時代

10 満州事変・日中戦争・軍部の台頭 中間テスト

11・12 太平洋戦争と戦後処理

期末テスト

1 独立の回復

期末テスト

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 日本史B基礎演習

教科書
副教材

「詳説日本史Ｂ」(山川出版社) / 「新詳日本史」(浜島書店） / 「詳録新日本史史料集成」(第一学習社)
問題演習用プリント・問題集など
※教科書及び資料集は昨年度の「日本史Ｂ」で使用したものを継続使用

Ⅰ

評価方法

到達目標 備考

独立後の日本の政局・外交・社会経済の変化に
ついて正しく理解する。

Ⅱ

太平洋戦争の戦局の推移と、ＧＨＱによる対日
政策の内容とその変化を、世界情勢と結びつけ
て理解する。

経済の行き詰まりが更なる対外進出を招き、太
平洋戦争に突入してしまったことを理解する。

第一次大戦中の日本の対外進出からこの戦争
が日本にもたらしたことがらを理解する。

護憲運動が始まった時代背景や民衆の活発な
政治運動が時代を動かしたことを理解する。

第一次大戦後の経済の混乱と政局の変化につ
いて理解する。

Ⅲ

学習目標
日本史を受験科目とする生徒を対象に、日本史の各分野ごとの事象に対する理解をより深め、センター
試験および私大受験に対応できる実力を身につける。

学習内容
演習問題を行いながら解説および関連事項についての講義を行う。
定期的に確認テスト等を行うことで知識・理解度と実力を高める。

評価の観点

①関心・意欲・態度…既習事項の反復演習を積極的に行い、知識定着のために努力できる。
②思考・判断・表現…一つの歴史的事象からでも、様々な角度から問い方が生まれることを判断できる。
③技能…設問の意図や要求を正しく汲み取ることができる。またグラフや地図･史料を正確に読み取り、
答えを導き出すことができる。
④知識・理解…2年次からの既習事項を正しく理解し，活用することができる。



地理歴史 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト・確認テスト ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○ ○ ○

課題・提出物 ○ ○

学期 月 内容

4 演習①世紀史

　　・前２世紀 　・２世紀

5 　　・５世紀　　　・８世紀 定期テスト

　　・１１世紀　　・１３世紀

6 　　・１５世紀　　・１６世紀

　　・１８世紀　　・１９世紀 定期テスト

7 　　・２０世紀

9 演習②テーマ史

　　・経済史

10 　　・制度史 定期テスト

　　・宗教の歴史

11 　　・文化史

演習③総合演習

12 定期テスト

1

定期テスト

2 　過去の入試問題に取り組む。

・世紀ごとに、各時代の特徴や地域ごとのつなが
りを理解する。

・テーマごとに、各時代の特徴や地域ごとのつな
がりを理解する。

共通テスト試験対策

　過去のセンター問題などに取り組む。

私大試験対策

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

学習内容 問題演習とその解説を行う。発展演習では主に、世紀史やテーマ史などの「ヨコ」の世界史を扱う。

評価の観点

①関心・意欲・態度…既習事項の反復演習を積極的に行い、知識定着のために努力できる。
②思考・判断・表現…一つの歴史的事象からでも、様々な角度から問い方が生まれることを判断できる。
③技能…設問の意図や要求を正しく汲み取ることができる。またグラフや地図･史料を正確に読み取り、
答えを導き出すことができる。
④知識・理解…2年次からの既習事項を正しく理解し，活用することができる。

評価方法

到達目標 備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 世界史Ｂ発展演習

教科書
副教材

「詳説世界史Ｂ改訂版」(山川出版社) / 「ニューステージ世界史詳覧」(浜島書店)
問題演習用プリントなど
※教科書及び資料集は昨年度の「世界史Ｂ」で使用したものを継続使用

学習目標
世界史Ｂを受験科目とする生徒対象。世界史の流れと個々の事象に対する理解をより深め、センター試
験および私大入試に対応できる実力を身に付ける。



地歴公民 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト・確認テスト ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ○ ○ ○

課題・提出物 ○ ○ ○

学期 月 内容

4 古代史

5

6 中世史 中間テスト

7 期末テスト

9 近世史

10 近代史(明治) 中間テスト

11 近代史(戦前)

12 期末テスト

1 現代史(戦後史) 学年末テスト

Ⅲ
戦後史を中心に基本問題を行い、既習分野の理
解度を確認する。重要事項等を中心に復習、理
解を深める。

学習目標
日本史を受験科目とする生徒を対象に、日本史の流れと個々の事象に対する理解をより深め、センター
試験および私大受験に対応できる実力を身につける。

学習内容
演習問題を行いながら解説および関連事項についての講義を行う。
不定期に確認テスト等を行うことで知識・理解度と実力を高める。

評価の観点

①関心・意欲・態度…既習事項の反復演習を積極的に行い、知識定着のために努力できる。
②思考・判断・表現…一つの歴史的事象からでも、様々な角度から問い方が生まれることを判断できる。
③技能…設問の意図や要求を正しく汲み取ることができる。またグラフや地図･史料を正確に読み取り、
答えを導き出すことができる。
④知識・理解…2年次からの既習事項を正しく理解し，活用することができる。

Ⅰ

Ⅱ

評価方法

到達目標 備考

明治末期から二次大戦終戦までの基本問題を
行い、既習分野の理解度を確認する。重要事項
等を中心に復習、理解を深める。

原始から平安期の基本問題を行い、既習分野の
理解度を確認する。重要事項等を中心に復習、
理解を深める。

織豊期から江戸期の基本問題を行い、既習分野
の理解度を確認する。重要事項等を中心に復
習、理解を深める。

明治期の基本問題を行い、既習分野の理解度を
確認する。重要事項等を中心に復習、理解を深
める。

鎌倉期から戦国期の基本問題を行い、既習分野
の理解度を確認する。重要事項等を中心に復
習、理解を深める。

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 日本史B発展演習

教科書
副教材

「詳説日本史Ｂ」(山川出版社) / 「新詳日本史」(浜島書店） / 「詳録新日本史史料集成」(第一学習社)
問題演習用プリント・問題集など
※教科書及び資料集は昨年度の「日本史Ｂ」で使用したものを継続使用



地歴公民 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ○ ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ○ ○

課題・提出物 ○ ○

学期 月 内容

4 現代の民主政治

１近代民主政治と日本国憲法

２基本的人権

5 ３平和主義

４国会と内閣

５裁判所

6 ６政党政治と選挙

7地方自治と世界の政治制度

現代の経済社会

7 １資本主義経済と企業

9 ２金融

３財政

４国民経済

10 ５日本経済の動向と課題

６労働問題と社会保障

７公害・環境・中小企業・農業

11 国際社会

１国際法と国際連合

２戦後国際政治

12 ３地域紛争と核軍縮

1 ４国際自由貿易体制

５戦後国際経済

６南北問題と日本の役割

2 現代の課題

現代の社会と青年期

まとめ 学年末テスト

・国際市場の発展により結びつきの強くなった世界に
生まれる諸問題を歴史的に理解する

期末テスト

Ⅲ

・倫理的分野の復習をし、全体を概観する

・資本主義の構造的理解に努め、派生する多様な経済
現象の相互連関を把握する

期末テスト

Ⅱ
中間テスト

Ⅰ

・民主政治の基本を近代世界と日本国憲法を通じて理
解する。

中間テスト

学習内容
１年次の現代社会の内容を復習しつつ、問題演習を中心に授業を進める。
問題集やプリントなどを利用する。

評価の観点

①関心・意欲・態度・・・資料、新聞、インターネットも活用し様々な現代社会の動きに興味関心を持っているか。
②思考・判断・表現・・・多面的・多角的に考察する姿勢と、事象について客観的な見解を持つことができるか。
③技能・・・資料、新聞の読み取り、インターネット検索力の向上が達成されているか。
④知識・理解・・・現代における政治、経済、国際関係の基礎知識を身につけているか。

評価方法

到達目標 備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 現代社会演習

教科書
副教材

「現代社会」（東京書籍）
「クローズアップ現代社会」（第一書籍）
※教科書及び資料集は１年次「現代社会」で使用したものを継続使用

学習目標 センター試験現代社会の問題で６割以上の得点ができる力をつけることを目標とする。



地歴公民 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ○ ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ○ ○

課題・提出物 ○ ○

学期 月 内容

4 現代の民主政治

１近代民主政治と日本国憲法

２基本的人権

5 ３平和主義

４国会と内閣

５裁判所

6 ６政党政治と選挙

7地方自治と世界の政治制度

現代の経済社会

7 １資本主義経済と企業

9 ２金融

３財政

４国民経済

10 ５日本経済の動向と課題

６労働問題と社会保障

７公害・環境・中小企業・農業

11 国際社会

１国際法と国際連合

２戦後国際政治

12 ３地域紛争と核軍縮

1 ４国際自由貿易体制

５戦後国際経済

６南北問題と日本の役割

2 現代の課題

現代の社会と青年期

まとめ

到達目標 備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 現代社会演習

教科書
副教材

「現代社会」（東京書籍）/「クローズアップ現代社会」（第一書籍）
ベストセレクション大学入学共通テスト現代社会重要問題集
※教科書及び資料集は１年次「現代社会」で使用したものを継続使用

学習目標 センター試験現代社会の問題で６割以上の得点ができる力をつけることを目標とする。

中間テスト

学習内容
１年次の現代社会の内容を復習しつつ、問題演習を中心に授業を進める。
問題集やプリントなどを利用する。

評価の観点

①関心・意欲・態度・・・資料、新聞、インターネットも活用し様々な現代社会の動きに興味関心を持っているか。
②思考・判断・表現・・・多面的・多角的に考察する姿勢と、事象について客観的な見解を持つことができるか。
③技能・・・資料、新聞の読み取り、インターネット検索力の向上が達成されているか。
④知識・理解・・・現代における政治、経済、国際関係の基礎知識を身につけているか。

評価方法

中間テスト

Ⅰ

・民主政治の基本を近代世界と日本国憲法を通じて理
解する。

Ⅲ

・倫理的分野の復習をし、全体を概観する

・資本主義の構造的理解に努め、派生する多様な経済
現象の相互連関を把握する

期末テスト

Ⅱ

学年末テスト

・国際市場の発展により結びつきの強くなった世界に
生まれる諸問題を歴史的に理解する

期末テスト



地歴公民 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

ペーパーテスト（定期テスト） ○ ○ ◎

資料整理 ○ ◎ ○

レポート作成と発表 ○ ◎

学習に取組む姿勢 ◎

学期 月 内容

ガイダンス

Ⅰ民主政治の基本原理

　①民主政治の原理と発展

　②世界の政治体制と課題

Ⅱ日本国憲法の基本的性格

　①憲法の成立・平和主義

　②基本的人権の保障

Ⅲ日本の政治機構

　①立法・行政

7 　②司法・地方自治

Ⅳ現代日本の政治

　①戦後政治の歩み

　②政治参加と世論

Ⅴ現代の国際政治

　①国際連合と
　　　　　　　　戦後国際政治

　②地域紛争と日本外交

Ⅵ経済社会の変容
　　　　　　　　　（資本主義）

Ⅶ現代経済のしくみ

　①市場機構と経済成長

12 ②金融と財政のしくみ

Ⅷ現代経済と福祉の向上

　①産業構造・中小企業・
　　　　　　　　　　　　　　農業

　②消費者・公害・労働・
　　　　　　　　　　　社会保障

Ⅸ世界経済と日本

　①国際収支・世界経済の
　　　　　　　　　　　　　　展開

　②発展途上国・
　　　　グローバリゼーション

評価方法

・国際政治の現状と問題点を通じてみた未来を考え
る。

・日本の政治構造とその問題点を理解する。

Ⅲ

1

2

Ⅱ

学習目標

学習内容

10

11

評価の観点

Ⅰ

4

5

6

9

①関心・意欲・態度・・・・資料、新聞、インターネット等を活用し、様々な現代社会の動きに興味関心を持っている。
②思考・判断・表現・・・多面的・多角的に考察する姿勢と、事象について客観的な見解を持つことができる。
③技能・・・資料・新聞記事を読み取り、内容を整理したり、考察を加えたりすることができる。
④知識・理解・・・現代における政治、経済、国際関係の基礎知識を身につけている。

・現代日本経済の発展を理解し、その抱える様々な問
題点について考える。

・世界経済の現状を理解し、その将来への方向性につ
いて考える。

到達目標 備考

中間テスト

・民主政治の基本を近代世界と日本国憲法を通じて理
解する。

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科

広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深め、現代における政治、経済、国際関係などについて客観
的に理解するとともに、それらについて主体的に考察し、公正な判断力を養う。

現代の日本の政治および国際政治の動向について関心を深め、基本的人権と議会制民主主義を尊重・擁護する
ことの意義を理解し、政治についての基本的な見方・考え方を身に付ける。
現代の日本経済及び世界経済の動向について関心を高め、現代経済のしくみや機能について理解するとともに、
その特質を把握し、経済についての基本的な見方や考え方を身に付ける。

教科書
副教材

「高校政治・経済」(実教出版)
「最新図説 政経」(浜島書店)

中間テスト

課題学習

期末テスト

政治経済

学年末テスト

課題学習

期末テスト



地歴公民 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

課題提出 ○ ◎ ○ ○

学習へ取り組む姿勢 ◎ ○ ○ ○

ファイルの記録 ○ ○ ○

学期 月 内容

（ガイダンス）

テキストから

Ⅰ新聞の研究　その１

Ⅱ新聞を活用する　その１

7

Ⅲ　ＷＥＢサイトで調べる　

Ⅳ　新聞を活用する
　　　その２

Ⅴ　時事問題を学ぶ

Ⅵ　「新聞作成」

12

国際面の研究

３大新聞のオンラインページから

　報道写真の研究

「まわしよみ新聞」作成

新聞感想コンクールに参加

「コラム」の要約

「投書欄」について学ぶ

Ⅲ 1

9

Ⅱ

意見を持ち、グループで発表する

はがき新聞の作成

新聞の完成・配布

新聞から取りあげた時事問題について

アンケート依頼、各自パソコンで作成

令和５年度 ３年次 教科シラバス

Ａ４一枚にまとめる

教科

新聞を読むことで、今世の中で実際に起きていることを知り、その背景や意味を考える。またそうすることにより、
批判的な思考力や決断力、たくさんの情報から必要な情報を選び取る力（リテラシー）を身につける。更にイン
ターネットや雑誌などのメディアについても学ぶ。

新聞について基礎的な知識を学び、実際の新聞を活用して毎回テーマに従って学習する。また、インターネット
での検索などで情報の選び方を学習する。

記事を読み取る　　新聞広告の研究

「新聞記事」の要約・意見

地方新聞のＷＥＢサイトの研究

校内に掲示する

投稿する（その１）

社説の研究

教科書
副教材

「池上彰の新聞勉強術」池上彰(文春文庫)

Ａ４一枚にまとめる

評価方法

Ⅰ

評価の観点

感想文提出

5

6

ワークシートの提出

到達目標

テキストを通じて新聞記事の基本を学ぶ

備考

構成について学ぶ

「コラム」について学ぶ

新聞講読とマルチメディア

①関心・意欲・態度・・・・新聞、インターネットを活用し様々な現代社会の動きに興味関心を持っているか。
②思考・判断・表現・・・多面的・多角的に考察する姿勢と、事象について客観的な見解を持つことができる。
③技能・・・新聞の読み取り、インターネット検索力の向上が達成されているか。
④知識・理解・・・新聞の構成、様々なメディアについての基礎知識を身につけているか。

学習目標

学習内容

10

11

4


